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2026
年
5
月
23
日
稲
城
市
立
i

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
提
出
議
案
全

て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

《
2025
年
度
事
業
報
告
》 

「
親
族
後
見
人
支
援
事
業
～
笑
顔

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～
」
は

3
年
目
と
な
り
、
今
年
度
も
4
か

所
で
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
内
の
１
か
所
は
日
野
市
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
密
着

型
の
活
動
域
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
開
講
座
「
虐

待
対
応
・
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

～
権
利
侵
害
か
ら
の
回
復
支
援
」

を
開
催
し
29
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
実
際
に
虐
待
に
遭
遇
し
た

場
合
の
行
動
に
つ
い
て
法
律
的
な

裏
付
け
の
あ
る
内
容
で
有
意
義
な

講
座
で
し
た
。
一
方
当
法
人
の
運

営
は
、
会
員
数
や
受
任
件
数
も
減

少
し
、
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
人
材
確
保
と
法
人
後
見
事
案

を
積
極
的
に
受
任
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
体
制
の
見
直
し
が

肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

《
2026
年
度
事
業
目
標
》 

設
立
か
ら
13
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

2028
年
中
に
は
新
し
い
成
年
後
見
制

度
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
家
庭
裁
判
所
の
報
告
書
も
大

き
く
様
変
わ
り
し
、
身
上
保
護
に

重
き
が
置
か
れ
、
特
に
意
思
決
定

支
援
が
権
利
擁
護
支
援
の
基
盤

と
し
て
社
会
化
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。
当
法
人
は
こ

れ
ま
で
の
「
法
人
後
見
受
任
事
業
」

と
併
せ
て
「
親
族
後
見
人
支
援
事

業
」
を
法
人
の
2
本
柱
と
し
て
活

動
を
継
続
し
ま
す
。 

（
１
） 

あ
り
方
検
討
会
の
設
置 

・
法
人
設
立
二
十
周
年
を
見
据
え

た
活
動
を
検
討
す
る
た
め
に
当

法
人
会
員
と
外
部
委
員
と
で
「
あ

り
方
検
討
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

活
動
の
2
本
柱
と
共
に
当
法
人

の
進
む
べ
き
方
向
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

（
２
） 

法
人
後
見
受
任
の
推
進 

・
中
核
機
関
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
適
正
な
法
人
受
任
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
事
例
検
討
会
な
ど
へ

も
参
画
で
き
る
よ
う
に
働
き
か

け
を
し
ま
す
。 

・
後
見
制
度
を
身
近
に
す
る
た
め

に
「
私
の
物
語
を
つ
む
ぐ
あ
す
へ

の
ノ
ー
ト
」
や
「
南
の
か
ぜ
ハ
ン

ド

b
o
o
k

」
を
活
用
し
権
利
擁
護

講
座
等
を
開
催
し
ま
す
。 

・
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
活
動
実
践

集
（
仮
称
）
に
ま
と
め
ま
す
。 

（
３
） 

親
族
後
見
人
支
援
の
推

進 

・
親
族
後
見
人
支
援
事
業
を
推
進

し
地
域
住
民
と
の
相
互
交
流
を

目
指
し
ま
す
。 

・
親
族
後
見
人
等
の
た
め
の
相
談

や
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

（
市
川
悦
子
） 

＊＊＊ 第２３号 ＊＊＊ 

 ２０２６年 秋号 

発 行 特定非営利活動法人  

ソーシャルネット南のかぜ 

 

南のかぜだより 

津久井やまゆり園事件から 10年が経過しました。 
私は成年後見制度を担う立場として、この事件を風化させないために、「私たちは何ができ

るのか」を考え続けることを大切にしてきました。この事件は、単に「安全・安心を守る」と
いう課題にとどまるものではありません。障害のある人の権利や自己決定を尊重し、地域で

共に暮らす共生社会を実現するために、私たち一人ひとりが問い続けなければならない出来
事です。 

ある時、「障害者は施設に入ってくれれば安心でいい」という言葉を耳にし、深く考えさせ
られました。一見すると配慮のある考え方のようにも受け取られますが、地域共生社会の理
念から見つめ直すと、障害のある人を地域から切り離す発想につながりかねません。そして、
その延長線上には、事件の加害者が語った「障害者はいない方がいい」という考え方とも無関
係ではない危うさがあるのではないかと感じます。 

さらに考えを深めると、私たち自身が気づかないうちに持っているかもしれない優生思想
とどのように向き合うのかという課題にも行き着きます。事件を過去の出来事として終わら
せるのではなく、自らの考え方や支援のあり方を問い続ける姿勢が求められているのではな
いでしょうか。 

2026 年 6 月には改正民法が成立し 2028 年には新たな成年後見制度が実現する予定です。
この制度改革は、本人の意思決定支援と権利擁護をこれまで以上に重視する方向へと進めら
れています。成年後見人には、本人に代わって決めるのではなく、本人の意思を尊重し、その
人らしい暮らしを支えるという視点がこれまで以上に求められます。津久井やまゆり園事件
が私たちに投げかけた問いを胸に刻み、一人ひとりの尊厳が守られる地域共生社会の実現に
向けて、日々の実践を積み重ねていきたいと思います。           （大輪典子） 
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日
時
：
2027
年
１
月
23
日(

土) 

一
時
半
～
三
時 

会
場
：L

O
U

N
G

E
 W

iT
H

 
 

3
7
2

（
稲
城
市
向
陽
台
3-7-2
） 

講
師
： 

一
般
社
団
法
人
ケ
ア
ラ
ー
ワ
ー

ク
ス
代
表
理
事 

 

田
中
悠
美
子
氏 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
経
験
者 

 

友
田
智
佳
恵
氏 

定
員
：
30
名
（
先
着
順
） 

参
加
費
：
無
料 

申
込
： 

T
E

L

／F
A

X
 

 

0
4
2
-3

7
9
-8

4
8
5
 

 ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
は
、
子
育
て

と
家
族
の
介
護
が
同
時
期
に
重 

な
る
状
況
を
言
い
ま
す
。
ダ
ブ

ル
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
ダ
ブ
ル

ケ
ア
ラ
ー
は
、
40
～
44
歳
が

最
も
多
く
30
～
40
代
が
全
体

の
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
が
増
え
て
い
る
背

景
に
は
、
晩
婚
化
や
出
産
年
齢

の
高
齢
化
、
少
子
高
齢
化
、
核

家
族
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
社
会
の
変
化
に
よ
り
子
育
て 

何が変わる？成年後見制度 
 

－成年後見制度が大きく変わります－ 

2000 年の開始以来、長年指摘されてきた制度の問題点が改正され、より使いやすい制度へむけてス

タートします。 

2024 年より法制審議会において制度の課題解決の検討が始まり、2026 年 1 月に改正要綱がとりま

とめられました。6 月 17 日、国会にて「民法等の一部を改正する法律（民法等改正法）」および「民

法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（整備法）」が可決され成立、6 月 24 日に公布され

ました。成年後見制度に係る改正については 2028 年内までには施行の見込みとなっています。 

 途中でやめることができるようになった一方、その後の支援を隙間なく行っていくにはどの様な制

度やサービスにつないでいくのか、まだ整備されておらず、今後の課題と考えます。 

＜成年後見制度が指摘されてきた問題点＞ 

 ①終身制：始めたら一生やめられない 

 ②包括的代理権：行為能力の制限、本人の自己決定権の軽視 

 ③費用負担：生涯負担 

＜注目すべき改正点＞ 

変わります！ 改正の結果こうなる 

類型の一本化 

後見・保佐は廃止、本人に必要な代理権・取消権を付与する補助の制度に基本

的に一本化 

※特定補助人：事理の弁識を欠く常況にありかつ必要があると認めた場合、生

じる法律事務の課題想定が困難だが、本人の権利利益を保護するためには事

態に対し適時適切な対応が必要な場合、特定補助人が選任される。 

補助人の選任 
本人の意思の尊重、意向把握が義務化 

家庭裁判所の補助人選任時、本人の意見を考慮すべき要素として明確化 

補助人解任事由 
「本人の利益のために特に必要があるとき」が加わり、補助人に不正行為が無

い場合でも解任（交代）可能となった。 

支援範囲の限定 

包括的代理権・取消権廃止 

補助人の権限を個人のニーズに応じた必要な権限に限定 

判断能力でなく実際のニーズに焦点 

途中終了できる 
終身制の廃止 

必要な期間だけ利用できる（遺産相続・不動産処分等） 

自己決定権の尊重 
包括的代理権・取消権廃止 

残存能力活用、意思決定支援の重視 

（小川弘子） 

 

講
演
会
を
開
催
し
ま
す 

身
近
な
生
活
課
題
「
ダ
ブ

ル
ケ
ア
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？ 
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つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
知

的
、
発
達
、
重
度
心
身
障
が
い

児
者
の
交
流
会
と
あ
り
ま
す
。

参
加
団
体
は
、
本
人･
家
族
８
団

体
、
支
援
関
係
7
団
体
、
B
型

事
業
所
等
4
団
体
、
当
日
紹
介

２
団
体
で
し
た
。
様
々
な
団
体

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
遅
ま
き

な
が
ら
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ご
本
人
と
ご
家
族
が
大
変

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
さ
れ
て

い
る
の
が
素
敵
で
し
た
。
笑
顔

も
で
す
が
、
素
直
に
不
機
嫌
に

な
り
泣
く
な
ど
も
あ
っ
て
よ
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
顔
見
知

り
が
多
く
家
族
な
ど
も
一
緒
で

安
心
し
て
過
ご
せ
た
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
南
の
か
ぜ
の
「
わ
た

し
の
物
語
を
つ
む
ぐ 

あ
す
へ

の
ノ
ー
ト
」
を
既
に
持
っ
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
1
人
が

お
父
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
い
た

い
ん
だ
け
ど
な
か
な
か
書
か
な

い
の
よ
ね
と
困
っ
た
よ
う
に
話

さ
れ
ま
す
。
書
け
る
所
か
ら
で

い
い
ん
で
す
け
ど
ね
と
や
り
取

り
を
し
ま
し
た
。
家
族
の
中
で

も
立
ち
位
置
や
考
え
方
が
様
々

で
す
。
包
括
的
な
社
会
が
当
た

り
前
に
な
り
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。 

 
 

（
坪
郷
鹿
都
江
） 

 

   

令
和
8
年
６
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な

ぎ
は
、
障
害
の
あ
る
当
事
者
・

家
族
・
支
援
者
の
交
流
を
目
的

と
し
た
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
南

の
か
ぜ
は
今
年
度
も
参
加
し
、

ブ
ー
ス
に
南
の
か
ぜ
ハ
ン
ド

b
o
o
k

、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
「
わ

た
し
の
物
語
を
つ
む
ぐ 

あ
す

へ
の
ノ
ー
ト
」
等
を
置
き
、
活

動
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
あ
す

へ
の
ノ
ー
ト
は
持
っ
て
い
ま
す

と
答
え
た
方
も
多
く
、
南
の
か

ぜ
の
周
知
が
定
着
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

事
者
家
族
会
や
事
業
所
の
各
ブ

ー
ス
を
周
り
、
勉
強
会
等
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

い
つ
で
も
権
利
擁
護
の
視
点
で

の
支
援
に
つ
い
て
お
話
で
き
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
つ
な
が

り
パ
ー
ク
い
な
ぎ
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
と
い

う
想
い
が
共
有
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
多
く

あ
り
、
障
害
当
事
者
の
方
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
子
供
た
ち
や

住
民
の
方
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ

れ
れ
ば
、
一
歩
一
歩
と
地
域
共

生
社
会
に
近
づ
い
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
鈴
木
禎
子
） 

   

 

   

 

自
治
体
の
終
活
支
援
が
始
ま

り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

自
治
体
の
終
活
支
援
の
社
会

的
な
背
景
と
し
て
は
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
が
急
増
し
、
病
院
へ

の
入
院
、
介
護
施
設
へ
の
入
居
手

続
き
、
日
常
生
活
の
支
援
、
さ
ら

に
は
葬
儀
や
死
後
事
務
な
ど
の

包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
事
。
加
え
て

終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
担
っ
て

き
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
預
託

金
の
不
正
流
用
や
経
営
破
綻
な

ど
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
る

事
。
そ
の
た
め
政
府
に
よ
る
高
齢

者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。 

利
用
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
個
人
情
報
保
護
の
視
点
か
ら

高
い
信
頼
性
と
安
心
感
が
あ
る

事
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
自
治
体

側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
情

報
を
把
握
し
や
す
い
。
公
的
支
援

に
つ
な
げ
や
す
い
。
②
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
孤
独
死
や
引
き

取
り
手
の
な
い
遺
体
増
加
を
防

ぐ
事
、
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

世
田
谷
区
で
は
、
区
の
委
託
を

受
け
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
終
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
。
①
終
活
総
合
相
談
と
、
②

高
齢
者
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
え

ん
の
つ
づ
き
」
を
開
始
し
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
「
え
ん
の
つ
づ
き
」

の
な
か
の
選
択
サ
ー
ビ
ス
を
見

て
み
る
と 

・
金
銭
管
理
手
続
き
支
援 

・
入
院
・
入
所
手
続
き
支
援 

・
賃
貸
物
件
契
約
・
更
新
時
の 

 

緊
急
連
絡
先
対
応 

・
火
葬
・
納
骨
支
援 

・
死
後
の
賃
貸
物
件
対
応 

い
ず
れ
も
単
身
の
高
齢
者
が

終
活
で
困
る
事
で
す
。
利
用
対
象

者
は
限
ら
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
は
、
利
用
料
の
他
に
預
託

金
が
必
要
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
条
件

は
あ
る
よ
う
で
す
が
・
・
・ 

ご
自
身
の
お
住
い
の
自
治
体

に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

（
田
村
篤
子
） 

の
時
期
と
親
の
介
護
時
期
が
重

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
一
人
に

複
数
の
ケ
ア
が
集
中
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
学
生
の
頃
か
ら
親
や

き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
ケ
ア
を
担

っ
て
い
た
人
が
、
そ
の
後
、
子

育
て
を
す
る
時
期
を
迎
え
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
、

誰
に
と
っ
て
も
決
し
て
他
人
ご

と
で
は
な
く
、
身
近
な
生
活
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
つ

い
て
詳
し
い
方
か
ら
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
の
現
状
や
課
題
、
必
要
な

支
援
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
判
断
能
力
が
低
下

し
た
親
に
代
わ
っ
て
金
銭
管
理

や
契
約
な
ど
す
る
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。 

現
在
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
し
て
い

る
方
に
対
す
る
支
援
や
今
後
直

面
す
る
か
も
し
れ
な
い
方
に

は
、
ど
の
よ
う
に
準
備
し
た
ら

よ
い
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
窪
田
由
利
子
） 

        

 

「
つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ
」 

に
参
加
し
て 

② 

 
「
つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ
」 

に
参
加
し
て 

① 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す 
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５つの生活場面の２６の権利と責任 
26 の権利は 5 つの主要領域に分類されています。個人に関する権利（Personal Right）、日常生活に関

する権利（Living Arrangement）、健康に関する権利（Health Care）、生活力の向上に関する権利（Work 
& Habilitation）、安全な環境に関する権利（Safe Environment）の 5 つです。 

22 番は、生活力の向上に関する権利のなかの 

PRIVATEです。  
Right ：To have files about you kept private 

Sample Responsibilities ；To give or not give permission for others to read your file 

Do not read anyone else’s file 

 

権利：自分に関するファイルを非公開にしてもらう権利 

責任の例：自分のファイルを他人が読むことを許可するかどうかを決める権利 

       他人のファイルを読まないこと 

 

「プライバシーが守られる権利」とは、自分の私生活や個人情報を他人に勝手に見られたり、知られたり、決めら

れたりしない権利のことです。 

社会福祉士や成年後見人などの支援者には、本人の個人情報を適切に管理し、必要な支援のため以外には利

用しないという責任があります。 

権利：「自分のプライバシーを守ってもらうこと」 

責任：「他の人のプライバシーも大切にすること。」 

＜個人情報保護の観点から、プライバシーに関して問題となりやすい事＞ 

・本人の同意なく、個人情報を他人に伝えてしまうこと。（守秘義務） 

例えば、病状や財産、家族の事情などを必要のない人に話してしまうこと。 

・個人情報を必要以上に収集したり、利用したりすること。 

支援に必要な範囲を超えて情報を集めたり、別の目的に使ったりすることは避ける。 

・情報の管理が不十分であること。 

書類を誰でも見られる場所に置く、パソコンやスマートフォンの管理が不十分だと、情報漏洩につながる恐れ

があります。 

・SNSなどで、本人が特定できる情報を公開してしまうこと。 

写真や氏名、生活状況などを、本人の同意なく掲載することは問題になります。 

成年後見人や社会福祉士は、本人の尊厳や権利を守るために、業務上知りえた秘密を守ることが求められま

す。 

さて、誰もが地域で支え合いながら安心して暮らせる地域共生社会の構築が求められています。地域のことは

地域住民がよく知っていると感じますが、地域の中でのプライバシーも大切にしたいです。地域で支え合うため

に情報共有は必要ですが、本人の尊厳や自己決定権を守る事が優先されます。「支え合い」と「プライバシー保

護」の両立が重要です。                                             （小竹ひとみ） 

編
集
後
記 

猛
暑
・
酷
暑
の
日
々
が
続
く
中
、
熊
本
を
中
心
に
令
和

8
年
熊
本
地
震
が
発
生
。
千
葉
県
で
も
豪
雨
災
害
が
発
生

し
多
く
の
方
々
が
罹
災
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
罹
災
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
小
川
弘
子
） 

 


